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１．１ 価値観：企業理念と経営のビジョン
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グループ理念 私たち旭化成グループは、
世界の人びとの“いのち”と“くらし”に貢献します。

グループビジョン 「健康で快適な生活」と「環境との共生」の実現を通して、
社会に新たな価値を提供していきます。

グループバリュー 「誠実」：誰に対しても誠実であること。
「挑戦」：果敢に挑戦し、自らも変化し続けること。
「創造」：結束と融合を通じて、新たな価値を創造すること。

グループスローガン 昨日まで世界になかったものを。



１．２ 価値観：社会との接点
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旭化成グループは1922年に野口遵さんが旭絹織を創業し人絹の生産を開始したことが源流と
なっています。以来、その時代時代の人びとの「いのち」と「くらし」に貢献することを目
的に合成繊維、化学肥料、石油化学、建材、住宅、医薬品、医療機器など新しい事業を展開
してきました。サステナブルな発展を目指す現代社会に新たな価値を提供し続けます。

今日の５つの価値提供注力分野
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2 ビジネスモデル
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基礎化学品 合成樹脂

合成繊維

電子部材

繊維製品

膜製品

樹脂製品

建材

断熱材

住宅 賃貸管理

リフォー
ム

医薬品

医療機器

人財・技術・事業の「多様性」
と「変革力」

他社、CVC、アカデミア、コミュニティとの協働

社内外との「Connect」による新
しい価値の創出



３．１ ①持続可能性・成長性：SDGs、ESG課題を踏まえた旭化成グループの重要課題
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旭化成グループにとっての重要性重要

非常に重要

非常に重要

✓ GHG排出削減
✓ 水の汚染防止
✓ 大地の汚染防止

✓ 生物多様性への配慮
✓ 社会貢献活動

✓ 人財の確保・育成
✓ ダイバーシティの推進
✓ リスクマネジメント

✓ 健全なサプライチェーンの確保
✓ ステークホルダーとのコミュニケーション

事業として
目指す

✓ 環境貢献事業の推進
✓ 健康・長寿への貢献
✓ 安心で快適なくらしへの貢献



３．３ 持続可能性・成長性：各セグメントの事業環境変化に伴う重大なリスク
（技術変化とその早さ）

リスクの内容 主な対応策

マテリアル領域 【Environment & Energy】
LiB用セパレーター競合他社による技術的追随

【Mobility】
CASEがもたらす技術革新と業界構造激変

ハイエンド製品比率up、自動車用、蓄電池用製品比率

up

M&A、自社開発による製品ラインアップ拡充、川下統
合によるユーザーへの影響力向上

住宅領域 COVID-19を契機としたマーケティング手法、人び
との住まいへの価値観の急変

デジタルマーケティング導入の加速
リソースの都心市場target集中から郊外市場への拡大
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リスクの内容 主な対応策

事業競争力 類似の製品や技術による他社の追随、急速な技術革
新による産業構造の激変による各事業の競争力喪失

競合製品の競争力や産業構造のタイムリーかつ的確な
見通しを踏まえた、製品・サービスの継続的差別化や
模倣困難なビジネスモデル確立、知財による高い参入
障壁の構築

通商・経済制裁 海外企業との取引や事業活動国における不測事態発
生、OFAC規制等の経済制裁への取引の抵触

各事業、地域における業界の関連同行のモニタリング
強化； 経済制裁抵触のスクリーニング強化、定期モ
ニタリング

●グループ全体

●価値提供注力分野における特に注視するリスク



４．１ 戦略：価値提供注力分野のバリューチェーンにおける影響力強化、事
業ポジションの改善
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リチウムイオン電池用セパレーター
の生産能力拡大

世界最大級の生産者として、EVや蓄電池などクリーンな社会を実現するために、急激に拡大する
需要に応えることにより収益拡大を継続

CO2ケミストリー、プラスチックリ
サイクル技術

循環経済のニーズという新たな事業機会をとらえるべく技術開発を進め、他社に先駆けてユニー
クな事業を開始

●Environment & Energy

自動車向け素材供給事業 「CASE」などの新しいトレンドにより車内空間が重要になるとの見通しに基づき買収した内装素
材製造企業Sage Automotive Interiors, Inc. (以下Sage)が、大手自動車シートサプライヤーである
Adient Plcの自動車内装ファブリック事業を買収し、川下に事業を拡大

●Mobility

5G通信向け部材供給事業 電子基板材料と合成樹脂技術を組み合わせなど技術のコネクトにより製品ラインナップを強化

●Life Material

住宅事業の新展開 建築請負事業の強みやノウハウを活かした海外事業や中高層事業、人生100年時代に安心できる
「くらし」を届けるシニア事業等の新事業の拡大

●Home & Living

グローバル・ヘルスケア・カンパ
ニーへの進化

米国製薬企業Veloxisの買収や米医療機器メーカーCardiac Science の買収等、世界の人びとの「い
のち」への貢献拡大に向けた新たな成長ドライバーを獲得

●Healthcare



４．２ 戦略：経営資源・無形資産等の確保・強化
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➢リモートワークでの生産性向上のためのIT環境整備
➢ワーク・エンゲージメントの定期測定とマネジメントへの
フィードバック

➢マネージャー層と高度専門職育成のためのキャリアパス改革

●人財

●新事業開発の加速

●DX（デジタルトランスフォーメーション）

グループ横断での効果的なマーケティング、新事業開発を加速
するプラットフォーム



４．４ 長期投資・事業ポートフォリオ転換
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●設備投資額

マテリアル 【Mobility】 内装材用人工皮革、低燃費タイヤ用合成ゴム、タイヤコード用合成
繊維、耐候性塗料原料
【Environment & Energy】 LiB用セパレーター、大型水力発電所改修
【Life Material】 紙おむつ用不織布

住宅 高断熱建材用フォーム樹脂

ヘルスケア バイオ医薬プロセス用ウイルス除去フィルター

主な投資対象

●M&A、事業撤収

主なM&A・出資 事業撤収

【ヘルスケア】
米Veloxis（米製薬事業基盤強化）1,490億
米Caridiac Science（救急救命医療強化）290億

【マテリアル】
米Polypore （LiB・鉛蓄電池セパレーター）2,120億
米Sage （自動車内装）810億

紙おむつ用不織布国内工場
合成樹脂（AS・ABS）製造・販売

【住宅】米Austin（住宅建設部材）100億

5つの価値提供注力分野において戦略的な長期投資を実施。今後、戦略的拡大投
資だけでなく市場成長性、CF創出力、資本生産性の観点で事業撤収、売却も進め、
継続的に事業ポートフォリオ転換を実施する。



５ 財務パフォーマンス
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◆収益性：
⚫ ’17年度をピークに悪化し、’19年度のROEは最低目標である10%

を下回りました。
⚫ 成長性、社会・お客さまへの提供価値、サステナビリティへの

貢献等の基準による評価に基づいて事業ポートフォリオの最適
化を推進し、収益性の回復に取り組みます。

◆財務体質：
⚫ ’18、’19年度と連続した大型M&Aにより負債比率は上昇しました

が、健全な財務体質を維持（R&I長期債格付 AA-）しています。
⚫ 今後も営業キャッシュフロー創出力強化と厳選した長期投資に

より現在の財務体質を維持（D/Eレシオ0.5程度）

◆ 配当政策：
⚫ 一時的な利益水準の変動によらず、財務体

質や中期的なフリー・キャッシュ・フロー
の見通しを踏まえた最適な株主還元を実現
していきます。

⚫ 具体的には、配当性向30～40％を目安とし、
DOE（株主資本配当率）の観点も取り入れて、
配当水準の安定的向上を目指します。



６ ガバナンス
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